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令和 6年 11月 11日 
 

京都丹波の「あゆ」の魅力を発信するシンポジウムを開催 
～大学生が語るあゆの魅力～ 

 
■京都府では、今年度から京都産業大学と協働し、「あゆ」を新たな観光コンテン

ツとして育成するための取組を進めています。 

■若い世代に「あゆ」の魅力を伝えるため、１２月７日に大学生の企画・運営で「京

都丹波 あゆの魅力発信シンポジウム」を開催しますので、取材及び周知をお願い

します。 

 

１ 日時・場所等 

（１）日 時：令和６年１２月７日（土）午後１時３０分～午後４時 

（２）場 所：京都府立京都学・歴彩館大ホール（京都市左京区下鴨半木町１−２９） 

（３）参加費：無料 

 

２ シンポジウムの内容 

（１）これまでの活動報告  

京都産業大学 現代社会学部 鈴木ゼミ 

（２）基調講演～あゆの暮らしとつなげる未来～ 

 大阪公立大学国際基幹教育機構 客員研究員 竹門
たけもん

 康弘
やすひろ

 氏 

（３）子どもたちからの質問 ～竹門さんに聞いてみよう！～ 

（４）あゆコンテスト 子どもあゆ作品の表彰式（塗り絵等） 

（５）対話セッション ～大学生目線で知るあゆのこと～ 

    賀茂川漁業協同組合 代表理事組合長 澤
さわ

 健次
け ん じ

 氏 

京都産業大学・摂南大学等、複数大学の学生 

（６）漁業協同組合の活動報告 ～ギョッと驚く、漁協の〇〇～ 

 保津川漁業協同組合 代表理事組合長 磯部
い そ べ

 和雄
か ず お

 氏 

 美山漁業協同組合 代表理事組合長 小中
こ な か

 昭
あきら

 氏 

（７）京都・丹波あゆ街道の取組と今後の展開 

京・来て観て丹波の会 会長 八光館店主 寺田
て ら だ

 弘和
ひろかず

 氏 

  

３ 申込方法 

（１）受付期間：令和６年１１月１１日（月）から令和６年１２月２日（月）まで 

（２）方  法：メールによる申し込み 

件名に「京都丹波あゆの魅力発信シンポジウム参加申し込み」、本文に①氏名、

②メールアドレス、③電話番号、④住所（都道府県＋市町村）を記載のうえ、 

下記メールアドレスに送付 

411-5000@pref.kyoto.lg.jp（窓口：府民総合案内・相談センター） 
※申込情報は本受付業務以外では使用しません 

 

４ 主催 

  京都府南丹広域振興局、京都産業大学現代社会学部鈴木ゼミ ほか 

 

 

 

（次頁あり） 

イベント等のお知らせ 



 

 

 
【参考】 

 京たん・あゆぐらむ（鈴木ゼミ生が運営する Instagram） 

 「あゆ」をはじめ、京都丹波の食や観光の魅力について発信中 

 

 

 

【本報道発表に関するお問合せ】 

 南丹広域振興局農林商工部農商工連携・推進課 

課長      瓜生
うりゅう

 TEL 0771-22-0133 

            課長補佐兼係長 足利
あしかが

 TEL 0771-22-0371 

 

    


